
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

実
現
の
た
め
の
仕
組
み
化

（にしむら・ゆうや）
大阪大学大学院にて人間科学の
修士を取得。日本生産性本部を
経て、２０１１年にミラツクを設立。
「未来起点」による大手企業の
新規事業開発の支援や未来潮流
の探索に取り組む。理化学研究
所未来戦略室、大阪大学ＳＳＩ特
任准教授、関西大学総合情報学
部特任准教授。

　
２
６
０
万
年
前
に
石
を

道
具
に
変
え
て
か
ら
、
人

類
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

連
鎖
に
よ
っ
て
現
代
の
生

活
に
た
ど
り
つ
き
ま
し

た
。
人
の
営
み
と
と
も
に

進
展
し
て
き
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
人
類
に
と
っ
て

自
然
な
選
択
で
す
。で
は
、

自
生
的
な
存
在
と
し
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
仕

掛
け
や
取
り
組
み
が
起
こ

せ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
考
え
方
は
、
２

０
１
７
年
度
版
と
し
て
発

行
さ
れ
た
科
学
技
術
白
書

（
文
部
科
学
省
）
の
第
１

章
で
１
３
７
㌻
に
わ
た
っ

て
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
特
集
さ
れ
、
ま

た
、
２
０
１
８
年
に
は
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
）
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
白
書
の

第
二
版
が
発
行
さ
れ
る
な

ど
、
国
内
の
政
策
レ
ベ
ル

で
も
徐
々
に
注
目
が
進
展

し
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
概
念
は
、
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
経
営
大
学

院
の
教
授
だ
っ
た
ヘ
ン
リ

ー
・
チ
ェ
ス
ブ
ロ
ウ
に
よ

っ
て
、
一
社
自
前
主
義
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
比

す
る
形
で
２
０
０
３
年
に

提
唱
さ
れ
、
世
の
中
に
広

が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

２
０
１
３
年
に
は
欧
州
委

員
会
が
、
オ
ー
プ
ン
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
２
・
０
の

概
念
を
ま
と
め
、
ダ
ブ
リ

ン
宣
言
で
そ
の
推
進
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

　
チ
ェ
ス
ブ
ロ
ウ
の
オ
ー

プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
企
業
が
持
つ
技
術
の

外
部
へ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
提

供
（ｉ
ｎ
ｓｉ
ｄ
ｅ
―
ｏ
ｕ
ｔ
）
や
、

外
部
の
研
究
開
発
の
取
り

込
み
（
ｏ
ｕ
ｔ
ｓｉ
ｄ
ｅ
―
ｉ
ｎ
）

の
よ
う
に
企
業
起
点
で
焦

点
を
当
て
た
の
に
対
し

て
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
２
・
０
で
は
、

企
業
に
研
究
機
関
、
政
府

機
関
、
市
民
を
交
え
、
四

つ
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
行
き

来
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
エ

コ
シ
ス
テ
ム
型
の
取
り
組

み
に
焦
点
を
当
て
、
創
発

的
な
文
脈
を
強
め
て
い
る

こ
と
が
特
徴
的
で
す
。

　
一
方
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
自
体
が
、
異
な
る
文

脈
の
交
差
や
従
来
に
な
い

新
た
な
要
素
の
結
合
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
こ
と
か

ら
、
わ
ざ
わ
ざ
〝
オ
ー
プ

ン
〟
と
つ
け
る
こ
と
は
冗

長
で
意
味
の
な
い
こ
と
の

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

　
し
か
し
、
チ
ェ
ス
ブ
ロ

ウ
の
指
摘
は
作
ら
れ
た
ク

ロ
ー
ズ
環
境
を
オ
ー
プ
ン

に
す
る
点
に
あ
り
、
本
来

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ

て
ス
ム
ー
ズ
な
環
境
で
あ

る
オ
ー
プ
ン
さ
を
回
復
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
、
阻

害
要
因
か
ら
の
脱
却
を
図

る
も
の
で
し
た
。

　
同
様
に
オ
ー
プ
ン
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
２
・
０

は
、
意
図
せ
ず
障
壁
と
な

っ
て
現
れ
て
い
る
、
セ
ク

タ
ー
間
の
対
等
な
協
力
の

少
な
さ
や
、
企
業
視
点
で

市
民
が
消
費
者
・
ユ
ー
ザ

ー
に
役
割
を
固
定
化
さ
れ

が
ち
な
状
況
に
対
し
て
、

意
識
的
に
壁
を
取
り
払

い
、
本
来
の
市
民
主
体
の

社
会
に
前
提
を
回
帰
さ
せ

る
た
め
へ
の
視
点
で
す
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の

オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
概

念
は
（
チ
ェ
ス
ブ

ロ
ウ
版
、
Ｅ
Ｕ

版
）
、
意
図
的
も

し
く
は
意
図
せ
ず

に
起
こ
っ
て
い
た

閉
じ
た
状
況
を
打

破
す
る
た
め
に
提

唱
さ
れ
た
背
景
を

持
ち
ま
す
。
結
果
、
オ
ー

プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
考
え
方
は
、
目
標
と
す

る
姿
は
共
有
さ
れ
な
が
ら

も
、
具
体
的
に
取
り
組
む

た
め
の
方
法
論
に
乏
し
い

弱
さ
を
内
包
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ラ
ツ
ク

で
は
、
２
０
０
８
年
か
ら

セ
ク
タ
ー
や
職
種
、
業
種

を
超
え
た
創
発
の
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
見
え
て

き
た
こ
と
は
、
異
な
る
立

場
の
人
が
集
ま
る
場
に

は
、
「
１
＝
異
な
る
背
景

を
埋
め
る
た
め
の
、
整
え

ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
、
２
＝
知

識
の
格
差
を
埋
め
る
た
め

の
、
基
盤
と
な
る
情
報
の

提
示
」
の
２
点
が
進
展
の

速
度
と
精
度
を
高
め
、「３

＝
現
状
と
新
た
な
構
想
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め

の
、
個
人
の
強
い
意
思
と

願
望
」
と
組
み
合
わ
さ
る

こ
と
で
質
の
高
い
成
果
を

生
み
や
す
く
し
て
く
れ

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
１
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
は
、
様
々

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
技
術

が
方
法
論
を
提
供
し
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
３
の
個

人
の
意
思
と
願
望
は
、
事

前
の
人
材
の
掘
り
起
こ
し

や
自
主
性
、
出
口
の
設
計

な
ど
が
取
り
組
む
べ
き
視

点
に
な
り
ま
す
。

　
で
は
、
２
の
基
盤
と
な

る
情
報
の
提
示
を
ど
の
よ

う
に
行
う
か
。
知
識
の
一

般
化
と
通
信
の
高
速
化
・

個
人
化
が
進
展
し
た
現
代

に
お
い
て
、
前
提
と
し
て

求
め
ら
れ
る
情
報
量
は
膨

大
な
量
に
な
り
ま
す
。

　
知
識
の
一
般
化
は
、
文

字
の
誕
生
、
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
革
命
を
経
て
、
１
４

５
０
年
ご
ろ
に
グ
ー
テ
ン

ベ
ル
ク
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
活
版
印
刷
機
に
よ
る
圧

倒
的
な
加
速
を
得
て
今
日

に
至
り
ま
す
。
人
類
が
持

つ
書
籍
の
数
は
２
０
１
０

年
の
グ
ー
グ
ル
ブ
ッ
ク
ス

（
ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
）

の
調
査
時
点
で
１
億
２
９

８
６
万
４
８
８
０
冊
を
重

ね
る
に
至
り
ま
し
た
。
�

億
人
の
寄
稿
者
に
支
え
ら

れ
て
い
る
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア

（
ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
）

に

は
、
３
３
０
言
語
、
４
８

８
４
万
記
事
（
英
語
だ
け

で
数
え
る
と
５
７
２
万
記

事
）
が
登
録
さ
れ
、
４
０

０
０
人
の
寄
稿
者
に
よ
っ

て
製
作
さ
れ
た
ブ
リ
タ
ニ

カ
百
科
事
典
の
�
万
記
事

を
は
る
か
に
凌
ぎ
ま
す
。

　
同
時
に
、
１
８
１
７
年

に
初
め
て
開
通
し
た
北
ア

メ
リ
カ
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
間

の
定
期
郵
便
船
は
、
１
８

２
８
年
時
点
で
は
往
復
に

約
�
日
を
要
し
て
い
た
の

に
対
し
、
現
在
は
光
フ
ァ

イ
バ
ー
に
よ
っ
て
�
Ｔ
ｂ

ｐ
ｓ
（
Ｔ
＝
�
億
Ｋ
）
の

光
の
速
度
を
用
い
た
通
信

が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
ら

の
恩
恵
を
ワ
イ
フ
ァ
イ

（
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
）
と
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
通
じ
て
個
人

が
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ミ
ラ
ツ
ク
で
取
り
組
ん

で
き
た
試
み
は
、
オ
ー
プ

ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
取
り
組
み
の
場
に
、
事

前
に
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
た
ち

と
と
も
に
収
集
・
整
理
し

た
基
盤
と
な
る
情
報
を
持

ち
込
む
こ
と
で
し
た
。
そ

れ
は
、
本
来
多
く
の
起
業

家
が
自
然
に
行
な
っ
て
い

る
行
為
を
代
わ
り
に
行

い
、
そ
の
結
果
を
持
ち
込

む
こ
と
で
、
誰
も
が
一
定

以
上
の
情
報
の
上
に
立
て

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
狙

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ず
一
回
転
、

実
際
に
情
報
の
基
盤
が
あ

る
中
で
新
た
な
取
り
組
み

を
起
こ
し
て
い
く
経
験
を

得
る
こ
と
が
、
二
回
転
目

以
降
の
日
々
の
自
発
的
な

情
報
収
集
に
つ
な
が
る
と

考
え
、
理
解
よ
り
も
体
験

を
重
視
し
た
結
果
生
ま
れ

た
取
り
組
み
で
す
。

　
次
回
以
降
は
、
よ
り
具

体
的
な
事
例
を
交
え
な
が

ら
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

（
５
回
連
載
）


